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食播種女採

化学肥料は用いない.

を 2 分の
種する. 播種最は，催芽済条み播のす種る子. を一間口当たり，

食管理

した果実 
約 900 粒とし，

1:r 日覆い 1 年に 5 - 6 回の中耕・除草と病虫害の防
業

除を励行する.
ら日光の直 と雨滴を ぐために小屋かけ

子を水で ニンジンは射陰地性の植物防であり，務芽した
合収穫・謁製

収機は 4-6 年生の 9 月上旬 -9 月下旬に
に夕な日方を嫌向 うので，播き床は予め西日が 

月まで催の 特をする.
T つ.

す土 入らい に作る. の一方から丁寧に掘り上げる.大収別穫後の
内 調製法は目的によって 4 種類に され 

45cm程物 10 一関口当たり 32 本( 8 列 x 4 る台定植 ,
台再円 土壌の 本 

)月~下40旬本 
( 8 列 x 5 本)とする. 合収量

生キ艮で 10 a 当たり 300-600 kg である.
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